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第十期東京都障害者施策推進協議会第４回専門部会への意見 

 

社会福祉法人 東京都手をつなぐ育成会・東京都手をつなぐ親の会 

立原 麻里子 

 

１， 入所施設からの地域移行の促進や、地域での障害者の重度高齢化に対応するため

の、重度知的障害や強度行動障害のある人が利用できるグループホームの増設について 

 

東京都手をつなぐ親の会の支部からは、入所施設を新たに作ってほしいという要望が

いまだに多く上がってきます。入所施設からの地域移行が進められていることを重々承

知しているにもかかわらず、そのような要望が上がってくる背景には、地域に重度の知

的障害者を受け入れることのできるグループホームが圧倒的に不足している現状があり

ます。 

入所施設からの地域移行がなかなか進まないのも、都内に重度の人に対応できるグル

ープホームの設置が難しく、受け皿がないからだと考えます。 

重度の人を受け入れるには、一定の広さのある建物と、障害特性に応じた支援を提供

できる人材の育成が必要です。一定の広さの土地を確保するための都有地のさらなる提

供と、強度行動障害支援者養成研修からステップアップするための研修（東京都では、

東社協が実施しているアドバンス研修）を拡充する等の人材確保のための方策を、次年

度以降の施策に反映していただきたいです。 

 

 

２， 地域生活支援拠点の整備と機能の充実について 

 

   地域生活支援拠点は、障害の重度化、高齢化、親なき後に対応する居住支援のための

機能を持ち、地域の実情に応じた創意工夫により整備するというふうになっていて、本当

に私たちにとっては期待の高いところです。しかしながら、設置された地域でも、その機

能が生かされているのか見えていないのが現状です。都においても検証を重ねているとの

ことですが、障害のある人が地域で安全に安心して暮らし続けることができるよう、未設

置地域には設置の働きかけと、設置済みの地域には、５つの機能が真に発揮されるよう、

都の施策の中でしっかりと充実を図ってください。 

 

 

３， 区市町村障害者就労支援センターの職員不足解消について 

 

障害のある人の雇用が進み、区市町村障害者就労支援事業（就労支援センター）を利

用する人が急増しています。令和４年度、都内特別支援学校卒業生は、1,5０９人で、そ

のうち企業就労した人は、６７８人です。この卒業生は、3年後、学校のアフターフォ



ロー体制から区市町村就労支援センターに引き継がれます。また、特別支援学校高等部

の職能開発科の設置校が増えたことで、区市町村就労支援センターが受け持つアフター

フォロー対象者数は、年々増えていくと思われます。 

障害があっても、本人が望めば企業等で働くことができるようになりつつあります

が、それを継続していくには、本人の努力とともに、障害者も企業も困った時に相談で

きる就労支援センターがあるということ、定期的に訪問し、問題が大きくならないうち

にフォローしてくれる支援者がいるということ、そして何よりも見守ってくれる人がい

るという安心感を皆が享受できることが重要であり、こうした大きな役割を果たしてい

るのが、就労支援センターです。ただ、現状は登録者の増加、職員不足で職場訪問など

丁寧な就労継続定着支援が難しくなっている就労支援センターがほとんどです。 

このような大切な役割を持つ「区市町村障害者就労支援事業」を包括補助事業ではな

く、単独の事業とし、区市町村が人材を確保できるようにしていただきたいです。 

 

 

４， 発達障害児・者への支援について 

 

発達障害児・者への支援体制については、東京都において広域的に取り組むととも

に、区市町村の体制整備に支援をしてこられたところですが、区市町村での取り組みに

温度差があることは否めません。専門的な相談とともに、ペアレントメンターなどのサ

ポートを、どの区市町村でも診断当初から受けられるようにしてください。 

また、診断を受けられる医療機関の数は限られていますし、診断後のケアができる医

療機関は圧倒的に不足しています。福祉での支援を受ける前に医療機関での診断が必要

なのが現状ですし、福祉ではなく医療で対応した方がいい場合も多くあります。まず窓

口となる医療機関での支援体制の充実をお願いします。 

さらに、発達障害のある人は、周囲の不適切な環境や対応によって、ひきこもりや行

動障害の状態になってしまうことがあります。いわゆる強度行動障害の状態になると平

穏な日常生活を送ることが困難になります。そうした状態にならないよう、学校の教員

や支援者が適切な対応ができるようにスキルアップするシステムを整えてください。ま

た、ひきこもりや強度行動障害によって、家族が社会から孤立してしまうことが多くみ

られます。家族を孤立させることのないよう、家庭のみに対応させることなく、チーム

で支援できる体制を整えていただきたいと切に願います。 


